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事例 中学校保健体育科 西濃地区（I中学校）
１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第１学年

学習指導要領 Ｅ 球 技

単 元 名 「バレーボール」 （全１４時間）

単 元 目 標 （１）技 能 （運動の技能）
○カバーの動きを身に付け相手コートに体を向けて返すことで、ボールを
整え３本以内で送り合って返すゲームができる。
（２）態 度 （運動への関心・意欲・態度）
○進んで動きを示したり、コート内で声をかけ合ったりすることで、教え
合い励まし合って活動できる仲間になる。
○ルールやマナーを守ってバレーボールを楽しむことができる。
（ ） （ 、 ）３ 学び方 運動についての思考・判断 運動についての知識・理解
○ＰＯカードやゲーム記録の分析から、グループや個人の課題を明らかに
し、作戦を立てたり練習の仕方を工夫したりすることができる。

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫
○単元指導計画の工夫
・中学校３年間で毎年履修する場合の１年目として、ラリーが続く楽し
さを味わうことができるようにゲームを中心とした指導過程を工夫す
る。
・ゲームにおいては、相手とのボールのやり合いをするところにその楽
しさがあるので、ゲームの様相を高めるために、生徒の実態に合わせ
必要な攻防プレーや連携動作の内容を指導する。
・ゲームの様相を高めていくために、一人一人に何が課題となるかを明
らかにし、その達成ぶりを確かめていくことができるようにする。
・バレーボールは、集団の高まりがそのままプレーに影響するため、目
指す仲間の姿を明確にし、励まし合いや教え合いの声を大切にする。
・技能が思うように高まらない生徒に関わるトラブルが予想されるため
どんな声をかけるべきかを提示し、積極的に援助活動を行っているグ
ループを認め価値付けるとともに広めていくようにする。
○単位時間の工夫
＜計画の場面＞
・グループの課題や個人の課題を見付けるためのＰＯカードやゲーム記
録を作成し、その活用の仕方を理解して的確に課題をつかむことがで
きるようにする。
・ゲームの様相を頭の中に思い描くためにＶＴＲを活用して、イメージ
をもつことができるようにする。
・前時にみられた仲間の価値ある姿と仲間意識を広め、どんな集団を目
指すのかが分かるようにする。
＜展開の場面＞
・練習やゲームでは、集団技能の高まりに結び付く個人技能の向上を目
指して、互いの課題を意識し合って活動する場を意図的に仕組む。
・中間研究会では、前半のグループ練習をゲームの中にどう生かすか、
動きを高めるための視点を明確にしたグループの話し合いができるよ
うにする。
・技能が十分身に付いていない生徒にかかわるトラブルが起きないよう
に、援助が必要なグループや生徒を中心に指導する。
＜評価の場面＞
・ＰＯカードやゲーム記録をもとに、めあてに対する成果と問題点をグ
ループと個人の両面から話し合い、次時につなげることができるよう
にする。
・ＭＯカードをもとに、目指す集団になれたかを振り返る中で、具体的
な事実をもとによさを認め合うとともに、次時に目指す仲間の姿を明
確にする。

参 考 資 料 資料１：学習ノート・・・個人のめあてをもたせるために使用
資料２：ＰＯカード・・・課題達成度（技能）の記録として使用
資料３：ＭＯカード・・・規範生成度（態度）の記録として使用
資料４：ゲーム記録・・・ゲームの様相を把握し、個人やグループの課題

を分析するために使用
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２ 単元の評価規準

ア 運動への関心･ イ 運動についての ウ 運動の技能 エ 運動についての
意欲･態度 思考・判断 知識・理解

球技の特性に関心を チームの課題や自分 選択した球技種目の 選択した球技種目の
内 もち、楽しさや喜び の能力に適した課題 特性に応じた技能を 特性や学び方、技術
容 が味わえるように進 の解決を目指して、 身に付け、作戦を生 の構造、合理的な練
のご んで取り組もうとす ルールを工夫したり かした攻防を展開し 習の仕方を理解する
まと る。また、チームに 作戦を立てたりして てゲームができる。 とともに、競技や審
との おける自分の役割を 練習の仕方やゲーム 判の方法を理解し、
ま評 自覚して、その責任 の仕方を工夫してい 知識を身に付けてい
り価 を果たし、互いに協 る。 る。
規 力して練習やゲーム
準 をしようとするとと
もに、勝敗に対して
公正な態度をとろう
とする。さらに、練
習場などの安全を確
かめ、健康・安全に
留意して練習やゲー
ムをしようとする。

・ルールや作戦に応 ・自分のチームや相 ・オーバーハンドパ ・バレーボールの特
じて勝敗を競い合 手チームの技能の スやアンダーハンド 性や学習の進め
うバレーボールの 程度を把握し、そ パスでボールを上げ 方、集団的な技能
楽しさや喜びを味 れに応じた練習計 たり、カバーしたり や個人的な技能の
わおうとする。 画や作戦を工夫し してボールをつなぐ 構造、合理的な練
楽しさ体験 たり、立案するこ ことができる。 習の仕方、練習計（ ）

とができる。 技 能 向 上 画の立て方を知っ（ ）
・チームにおける自 課 題 達 成 ている（ ）

（ ）分の役割を自覚し ・１本目を高くあげ 運動・安全
単 て責任を果たした ・目指すゲームの様 ２本目をオーバー
り、教え合ったり 相になれたか、目 ハンドパスで整え ・競技の運営やルー

元 して互いに協力し 指す仲間の姿にな ３本目を相手コー ル、審判の方法を
ながら、進んで練 れたかを振り返る トに送り合って返 知っている。

（ ） （ ）の 習やゲームをしよ 評 価 すゲームができ 運動・安全
うとする。 る。
（ ） （ ）評 社会的態度 技 能 向 上

価 ・ルールを守り、審 ・バレーボールの審
判の判定や指示に 判をすることがで

規 従い、勝敗や結果 きる。
（ ）を受け入れようと 審 判

準 する。
（ ）社会的態度

・施設・設備の安全
や用具の管理をす
る、危険なプレー
をしないで練習や
ゲームするなど、
健康・安全に留意
しようとする。
（ ）安全な態度



- Ｉ１ -

ア 運動への関心･ イ 運動についての ウ 運動の技能 エ 運動についての
意欲･態度 思考・判断 知識・理解

・バレーボールの楽 ・練習やゲームから ・前後左右に移動し ・ゲームの様相の発
しさや喜びを味わ グループや個人の てボールの下に入 展過程を理解し、
おうとする。 課題を明らかにす り、方向を定めた 上達のための学習

ることができる。 オーバーハンドパ の進め方を理解し
・施設や用具、危険 スやアンダーハン ている。
なプレーをしない ・グループの課題に ドパスができる。
など、安全に気を 合った練習方法を ・課題達成のための
付けようとする。 選択することがで ・オーバーハンドパ 練習計画の立て方

きる。 スとアンダーハン や練習方法を知っ
・自分の係の役割を ドパスの使い分け ている。

単 責任をもって果た ・目指すゲームの様 ができる。
位 そうとする。 相になれたか、目 ・リーグ戦の運営や
時 指す仲間の姿にな ・ボールを受ける人 ルール、審判の方
間 ・グループや個人の れたかを振り返る を囲むようにカバ 法を知っている。
に 課題を意識してア ことができる。 ーに動くことがで
お ドバイスしたり、 きる。
け 励まし合ったりで
る きる。 ・１本目をコートの
具 中央に高く上げ、
体 ・仲間の上達やチー ２本目はオーバー
の ムの勝利を願い、 ハンドパスで柔ら
評 力一杯活動しよう かく整える。３本
価 とする。 目は相手コートに
規 体を向けて確実に
準 ・審判の判定に従 返すことができ
い、勝敗や結果を る。
受け入れようとす
る。 ・バレーボールの審

判をすることがで
・仲間の努力を具体 きる。
的な姿で振り返
り、認め合おうと
する。
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３ 指導と評価の計画（全14時間）

（１）評価規準を盛り込んだ単元指導計画

西濃地区I 中学校１年女子 バ レ ー ボ ー ル 単 元 指 導 計 画
学 習 内 容 評 価 の 観 点 及 び 方 法

時 過

間 程 運 動 の 側 面 集 団 の 側 面 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 運動についての知識・理解

計 ☆カバーの動きを身に付け ★進んで動きを示したり、 ・バレーボールの楽しさや ・ゲームの様相の発展過程
１ 相手コートに体を向けて コート内で声をかけ合っ 喜びを味わおうとする。 を理解し、上達のための

返すことで、ボールを整 たりすることで教え合い （学習カード・観察） 学習の進め方を理解して
え３本以内で送り合って 励まし合って活動できる いる。

画 返すゲームができる。 仲間になる。 （学習ノート）

２ ☆基底技能を身に付けるこ ★リーダーの指示でまとま ・課題達成のための練習計
とができる。 って活動できる仲間にな 画の立て方や練習方法を
・オーバーハンドパスやア る。 知っている。

３ ンダーハンドパスの手の ・自分の係の仕事の果た ・施設や用具、危険なプレ ・前後左右に移動してボールの （学習ノート・観察）
形や構え方 し方 ーをしないなど、安全に 下に入り、方向を定めたオー

・リーダーの活動の指示 気を付けようとする。 バーハンドパスとアンダーハ
４ ☆相手コートに返し合うゲ ・一人一人の参加態度 （ＭＯカード・観察） ンドパスができる。

ームができる。 （ＰＯカード・観察）
・ボール下への入り方

５ 展 ・オーバーとアンダーの使 ○自分の係の役割を責任を ・練習やゲームからグルー ・オーバーハンドパスとアンダ
い分け もって果たそうとする。 プや個人の目標を明らか ーハンドパスの使い分けがで

（ＭＯカード・観察） にすることができる。 きる。
６ ☆助け合って返し合うゲー ★進んで動きを示したり、 （学習ノート・観察） （ＰＯカード・観察）

ムができる。 コート内で声をかけ合っ
・カバーリングの動き方 たりすることで、協力し

７ 合って学習できる仲間に ・ボールを受ける人を囲むよう
なる にカバーに動くことができる
・アドバイスの仕方 （ＰＯカード・観察）

８ ☆３本以内で送り合って返 ・励ましの仕方
すゲームができる。 ・援助に対する応え方
・１本目をコートの中央に

９ 高く上げる ・グループや個人の課題を
・２本目はオーバーハンド 意識してアドバイスした

開 パスで柔らかく整える り、励まし合ったりでき
10 ・３本目は相手コートに体 る。 ・１本目をコートの中央に高く

を向けて確実に返す （ＭＯカード・観察） 上げ、２本目はオーバーハン
ドパスで柔らかく整える。３

11 ☆リーグ戦 ★リーグ戦の優勝をめざし ・グループの課題に合った 本目は相手コートに体を向け
・学習の成果の発揮 て、一人一人が精一杯の 練習方法を選択すること て確実に返すことができる。
・３本以内で送り合って 力を発揮し合い、努力を ・仲間の上達やチームの勝 ができる。 （ＰＯカード・観察） ・リーグ戦の運営やルール

12 返すゲームができる 認め合っていける仲間に 利を願い、力一杯活動し （学習ノート・観察） 審判の方法を知っている
なる。 ようとする。 （観察）
・努力と貢献 （ＭＯカード・観察）

13 ・協力と信頼 ・審判の判定に従い、勝敗 ・バレーボールの審判をするこ
や結果を受け入れようと とができる。
する。 （観察）

14 評 ☆リーグ戦成績（勝敗・順 （観察）
位） ★個人のきまりの守りぶり ・仲間の努力を具体的な姿 ・目指すゲームの様相にな
☆課題達成度 で振り返り、認め合おう れたか、目指す仲間の姿
・グループ成績（返球率・ ★仲間としての心の結び付 とする。 になれたかを振り返るこ
三本返球率） き （学習ノート・観察） とができる。

価 ・個人成績（パス成功率） （学習ノート）
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（２）単元指導計画

西濃地区I中学校１年女子 バ レ ー ボ ー ル 単 元 指 導 計 画
時 過 学 習 内 容 学 習 活 動 教 師 の 指 導

間 程 運 動 の 側 面 集 団 の 側 面 運 動 の 側 面 ・ 集 団 の 側 面 運 動 の 側 面 集 団 の 側 面

計 ☆カバーの動きを身に付け ★進んで動きを示したり、 ・先生の説明を聞いて学習全体の見通しを持つ。 ・めざす姿（ゲームの様相） ・具体的な仲間づくりの事例
１ 画 相手コートに体を向けて コート内で声をかけ合っ ・グループで学習計画を立てる。 とそのためのステップをＶ から、めざす仲間の姿とそ
会 返すことで、ボールを整 たりすることで教え合い ＊役割 ﾘｰﾀﾞｰ、ＰＯ、ＭＯ、ﾉｰﾄ、ﾎﾞｰﾙ、ｾﾞｯｹﾝ ＴＲ等で説明し、ゲームの の価値を語り、目標や願い
え３本以内で送り合って 励まし合って活動できる ＊１グループ５～６人、全６グループ 発展の見通しをもたせる。 をもたせる。
返すゲームができる。 仲間になる。 （グループ間等質、グループ内異質）

２ ☆基底技能を身につけるこ ★リーダーの指示でまとま 《対人練習》 ・ボールを十分飛ばせない生 ・各自が自分の仕事をしテキ
とができる。 って活動できる仲間にな ・ペアで、ホールディングパスから徐々につかむ時間を 徒には、低い姿勢をとらせ パキと活動している班を認
・オーバーハンドパスやア る。 短くしていく。 ひざのバネをつかってパス め、リーダーの役割の果た

３ ンダーハンドパスの手の ・自分の係の 《移動円陣パス》 する感覚をつかませる。 しぶりとつなげて価値付け
形や構え方 仕事の果たし方 ・移動しながらパスを続ける。 ・ボールとの距離感がつかめ る。

・リーダーの活動の指示 ・全員がカバーする方向に動く。 ない生徒には、少し下がっ
４ ☆相手コートに返し合うゲ ・一人一人の参加態度 《ミニコートでの練習》 て構える前に踏み込みなが ・大きな声を出して積極的に

ームができる。 ・バドミントンコートを使い、 ら受けるように助言する。 ボールに向かっている生徒（Ｌ）活動の指示
・ボール下への入り方 ・ボールがどこに飛来するか やグループの意欲や参加姿ネットを高くする。 （PO）記録の提示

５ 展 ・オーバーとアンダーの使 声を出して予測し、その方 勢を認める。・３対３でゲーム形式で練習する。（MO）活動のきま
い分け 向に体を向けるように指示り点検

する。 ・声の少ないグループには
６ ☆助け合って返し合うゲー ★進んで動きを示したり、 《オールコートでの投げ入れ練習》 ・パスをキャッチし、その時 話し合いをさせ、勝ちにこ

ムができる。 コート内で声をかけ合っ ・前衛と後衛３人組で入れかわる。 のカバーの位置と方向を確 だわり一生懸命に取り組む
・カバーリングの動き方 たりすることで、協力し ・後衛は自分の前の前衛にボールを上げる。 認するよう指示する。 気持ちをもたせる。

７ 合って学習できる仲間に ・ラリーが続くようになったら１－５のレシーブ隊形で ・ゲーム記録や観察から誰の ・同時に、運動の課題と動き
なる ローテーションする。 どの方向にカバーが必要か を高める声を結び付け、具
・アドバイスの仕方 明らかにさせる。 体的な視点を与えて援助さ

８ ☆３本以内で送り合って返 ・励ましの仕方 《オールコートでのゲーム形式練習》 ・カバーに動けないグループ せる。
すゲームができる。 ・援助に対する応え方 ・３点連続して得点したらチームを入れかえていく。 にはゲームを止めて一人一
・１本目をコートの中央に 人をコート内で動かしてみ ・よいプレーには「ナイス」（Ｌ) 活動の援助

９ 高く上げる る。 の声をかけ拍手をしたり、（PO）ゲーム記録の
・２本目はオーバーハンド まとめ・提示 ・課題意識の弱い生徒には、 失敗した時には「ドンマイ
パスで柔らかく整える 練習の合間に声をかけ課題 」の声をかけ、ボールが落（MO）援助のきまり

10 ・３本目は相手コートに体 《弱点克服のための抽出練習》 点検 を確認したり、コートに向 ちたときには、その場でア
を向けて確実に返す ・サーブのレシーブやネット際での かって瞬時の声をかけたり ドバイスをしたりするよう

ボールの上げ方など、各グループ、 する。 に指示する。
11 ☆リーグ戦 ★リーグ戦の優勝をめざし 各自に合わせて練習する。 ・ゲーム記録から球すじの安 ・コート内で仲間に関わって
開 ・学習の成果の発揮 て、一人一人が精一杯の 定しないローテーションを いる姿や、仲間の声に応え
・３本以内で送り合って 力を発揮し合い、努力を 《リーグ戦の方法》 見付け、その原因と練習方 精一杯ボールに向かってい

12 返すゲームができる 認め合っていける仲間に ・ラリーポイント２５点１セットマッチ 法を話し合うように指示す る姿を具体的事実をあげ認
なる。 ・審判；主審、ラインズマン、スコアラアー る。 め価値付ける。
・努力と貢献 ・勝敗だけにこだわらず、集 ・リーグ戦の勝敗にこだわり（Ｌ) 課題達成の推進

13 ・協力と信頼 団技能や個人技能の問題点 声をかけ合って認め合いや（PO）ゲーム記録の
まとめ・提示 を見付ける視点を与えて、 励まし合いを活発に行って

課題解決に向かわせる。 いるグループを認める。（MO）競技のきまり点検

14 反 ☆リーグ戦成績（勝敗・順 ★個人のきまりの守りぶり ・グループで学習活動全体を振り返る。 ・個人技能や集団技能の高ま ・価値ある姿を具体的にあげ
省 位） ＊課題の達成ぶりについて りとその高まりを生み出し て認めていく。
会 ☆課題達成度 ★仲間としての心の結び付 ＊役割の果たしぶりについて た取組を認める。
・グループ成績（返球率・ き ＊きまりの守りぶりについて ・また次の単元への財産をま
三本返球率） ＊仲間としての心の結び付きについて とめ、意欲付けをする。
・個人成績（パス成功率）
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４ 単位時間の授業展開例
（１）本時の目標
技 能：１本目を真上に高くあげ、カバーの体制をとって２本目をつなぐことで、助け合って返し合うゲームができる。
態 度：進んで動きを示したり、コート内で声をかけ合ったりすることで協力し合って学習できる仲間になる。
学び方：ゲーム記録の分析から、グループや個人の課題を明らかにし練習やゲームに生かすことができる。

（２）本時の位置
７／14時

（３）展開案

西濃地区 I 中学校

条件 学 習 内 容 学 習 活 動 教 師 の 指 導

運 動 の 側 面 集 団 の 側 面 運 動 の 側 面 ・ 集 団 の 側 面 運 動 の 側 面 集 団 の 側 面過程

準 ・器具の準備 ・そろってテキパキと行 ・めざすゲームの姿をＶＴＲで観察し、イメー ・前時に見られた具体的な事実から、本時に達
備 ・準備運動 動 ＜全体会＞ ジをもたせる。 成したい仲間の姿を明らかにする。
・ ・本時の課題の意味とその達成のためのポイントを確 ・１本目は、膝を曲げて構えボールを真上に

計 計 ☆１本目を真上に ☆進んで動きを示 認する。 高く上げる、２本目は、受ける人の方へ体を
高くあげ、カバー したり、コート内で 向け１歩踏み出して上げる動きを取り上げ ・ボールに対して積極的になれず萎縮しがちな
の体制で２本目を 声をかけ合ったりす る。 生徒に対してリーダーを中心に励ましの声を画
つなぐことで助け ることで協力し合っ ＜グループ計画会＞ ・課題意識の弱い１班、４班のリーダーが適切 かけるよう助言する。

会 合って返し合うゲ て学習できる仲間に ・前時の姿から本時の課題と個人課題、練習方法を確 なグループ課題を立てているか見届ける。
画 ームができる。 なる。 認する。

・目指す仲間の姿ときまりを確認する。 ・前時のゲーム記録から、本時の課題に対す ・仲間の中に入っていこうとしない４班の児８
分 ・Ｇ課題、個人課題と ・目指す仲間の姿と行動 る見方を示し、具体的な動きがイメージでき 童に対して温かい言葉かけができているかを
技術ポイントの確認 の仕方の確認 るようにする。 見届る

・１本目をあげる時のカ ・仲間の上達のために、 ＜グループ練習＞ ・カバーの体制に動けない生徒には、メンバー ・ボールに対し積極的になれない生徒には、名
前 バーの仕方を確認する 課題を常に意識させる ・半コートで、ボールの投げ入れから助け合ってつな の声で意識をもたせるように助言する。 前を呼んだり励ましの言葉をかけたりするよ
半 ・ボールを上げる人の方 声や、お互いの動きを ぐ練習をする。 ・動けないグループには、ボールをキャッチし うに指示する。
練 へ体を向け囲むような 指示する声をかけ合う ・前衛と後衛３人組で入れかわる。 ながら１回１回カバーの体制を確かめる。 ・上手くなろうと一生懸命練習している生徒を
習 体制をつくる。 ことができる。 ・後衛は自分の前の前衛にボールを上げる。 ・さらに動けない生徒には、教師がついて押し その場で賞賛していく。

展 ・ボールにさわる人以外 正しい構えをつくり、計画会で確認したカバーリン て動かす。 ・仲間の課題をボールをうける瞬間に声に出し1
の足が常に動いている グができるように練習する。 ・１本目を高くあげることができない生徒には て言うとよいことを助言する。3

分 ようにする。 低い姿勢をとりボールから目を離さず、前に ・上手くできない生徒の近くまでいって構えを
踏み出して手にあてていくように練習させる 教えたり、動き方を教えたりしている姿を認

研 ・前半練習を振り返り、 ＜中間研究会＞ ・膝が伸びてつっ立ち状態になりやすい班に対 め価値付ける。
究 後半練習のめあてを確 ・前半練習での課題達成度を交流し合い、後半練習・ して、構えを要求する声をかけ合うように助 ・カバーに走らないグループには、リーダーや
会 認することができる ゲームでのグループや個人のめあてをはっきりさせ 言する。 ＭＯに頑張りを要求する声を出すように助言

る。 ・ボールに対する反応が遅れがちな１班には、 する。
後 ・１本目…ボールに正対 ・失敗した時には、必ず ＜練習ゲーム＞ 受ける人の名前をコート内で呼び合うよう助
半 し膝を落として真上に 励ましの声とアドバイ 言する。 ・ともすると失敗を笑われたり非難されたりし
練 高く上げる。 スをすることができ ２班対３班 ４班対５班 審判１班 ・ボール操作が十分できない生徒について少し がちな生徒に対してメンバーがどのように関
習 ・２本目…カバーの体制 る。 でもさわったら周囲がカバーしてボールを上 わっているかに留意する。
・ をとりボールの下に素 ３班対４班 １班対５班 審判２班 げるよう助言する ・グループのムードが沈みがちな班には得点し
ゲ 速く入って上げる。 ・成功した時やよいプレ た時に拍手をして喜び合うことを助言する。【技能】

ボールを受ける人を囲むようにカバーに動く開 ｜ ・３本目…安定して返 ーには拍手をしたり、 １班対３班 ２班対５班 審判４班
ことができる。ム す。 「ナイス」の声をかけ

・ボールがそれた時には たりすることができ →ボールの位置によってかけ声と動きをつない21
分 カバーに走りコート中 る。 ７分１セットマッチ で示してやることで課題に迫る動きを高める
央に戻す。

・グループ課題、個人課 ・きまりの守りぶりや行 ・グループごとに輪になって、リーダーを中心に運動、 ・ゲーム記録やＰＯカードから本時の課題達成 ・ＭＯカードのきまりの点検結果から、グルー反
反 題についてグループで 動についてグループで 集団の両側面から反省会を行う。 度を振り返り、次時の課題をもつようにグル プの援助活動の様子を振り返り、グループ内省
会 振り返る 振り返る。 ・ＰＯ、ＭＯはそれぞれの立場から、本時の観察結果を ープを巡視して、リーダーに働きかける。 で認め合う姿勢をもたせる。
・本時の課題の達成の様 ・本時の目指す仲間の姿 報告する。 ・全体会で特にカバーによく動いていたグルー ・進んで動きを示したり声をかけたりしていた

省 子について学級全体で について全体で振り返 ・本時の学習を振り返り、次時の学習への課題を意識し プをとりあげ、具体的事実を示して価値付け 生徒の心情を語らせることで、仲間への思い５
分 振り返る。 る。 ながら先生の話を聞く。 る。 を認め価値付ける。
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５ 評価の実際と個に応じた指導事例

「運動の技 ○前後左右に移動してボールの下に入り、方 ○オーバーハンドパスとアンダーハンドパス ○ボールを受ける人を囲むようにカバーに ○１本目をコートの中央に高く上げ、２本
能」 向を定めたオーバーハンドパスやアンダー の使い分けができる。 動くことができる。 目はオーバーハンドパスで柔らかく整え
の評価規準 ハンドパスができる。 （第５時間目に評価） （第７時間目に評価） る。３本目は相手コートに体を向けて確

（第３時間目に評価） 実に返すことができる。
（第10時間目に評価）

評価方法 教師の観察、POカード 教師の観察、ＰＯカード 教師の観察、ゲーム記録 教師の観察、ゲーム記録

「努力を要す ・ボールが飛んできても、さわることができ ・前衛であっても、どんなボールもアンダー ・自分の周りにボールが上がっても、うま ・1本目のミスが目立ち、うまく2本目に
ると判断した ない。 ハンドパスで受けてしまう。 く反応ができない。 つなげられない。
状況」 ・ボールにさわっても、上げる方向が定まら ・大きく飛ばすべきボールでもオーバーハン ・仲間がミスをしたときに、素早くカバー ・ボールが飛んでくると慌ててしまい、球

ない。 ドパスで受けてしまう。 の動きができない。 すじが意識できない。
・ネット際に落ちるボールをネットにかけ
てしまう。

＜オーバーハンドパス＞ ①つき指を恐れてすぐ手を組んでしまい、ア ①ボールの飛んだ方向に、体を向けること ①ボール操作の未熟さが原因となり、前時
その要因 ①ボールとの距離感がつかめず、落下地点が ンダーハンドパスが多くなる。 ができないために、１歩踏み出すことが までのつまずきが継続している。

読めない。 また、ボールのあたる上腕部分が痛いの 遅れてしまう。 ②ゲームの場面になると緊張感から、あせ
②筋力が弱く、はじく感覚がつかめない。 で、 オーバーハンドパスでとろうとする。 ②自分が今どんな姿にあり、何を課題とし ってしまう。
＜アンダーハンドパス＞ なければならないかの理解が不十分であ ③２本目をアンダーハンドパスで上げよう
③膝が伸び、肘が曲がってしまいボールを引 ②ボールとの距離感がいまだにうまくつかめ り、チームとしても共通理解ができてい としてネットにかけたり、方向を換える
きつけられない。 ず、構えた時、膝を曲げアンダーハンドパ ない。 操作につまずきがある。
④ボールを強く打ちすぎてしまう。 スの姿勢のまま固まってしまう。

【①の手だて】 【①の手だて】 【①の手だて】 【①の手だて】
◇エンドラインに立ち、ボールが投げられた ◇女子に多く見られる、手が痛い、ボールが ◇反応を素早くカバーリングに入るため ◇授業導入時のパスドリルにおいて、教師

指導の手だて ら走っていって、ボールの下にもぐり込ん 怖いといった理由でうまくプレーできない に、 やリーダーがマン・ツー・マンで基底技
で受けることを連続して行い、落下点を読 生徒には、ソフティボール等の初心者用ボ １－５のレシーブ隊形をとり、ボールの 能の定着を図る。
む練習 ールを用いて物理的な負荷の軽減を行う。 投げ入れからキャッチし、キャッチした

◇ゲームの中では、前衛の時は、サーブがく 者以外の動き方を１回１回確かめる。 【②の手だて】
る前に手を上げて構えるようにする。 ◇ゲーム中に周囲の余裕のある仲間からの

○ ○立つ位置 動きを指示する声かけを徹底していく。
受ける位置 【②の手だて】 ○

【②の手 ◇ボールに近づきすぎてしまうことが多いた ボールの動き ◇ストップ・ゲームを使い、失敗のあった
だて】 め、ボールより一歩後ろで待って、踏み込 ○ ○ 場面での意識を修正しながら、具体的な
◇膝のバネをはじめとした全身の筋肉を使っ みながらパスをすることを繰り返し練習す ○ 動きをその場面ごとに理解させていく。
てボールを飛ばす練習。 る。
◇直上パスで10cm程度のはじきを連続して ◇コートを縦半分にして使い、３対３のミニ ○ ○ 人の動き 【③の手だて】
行ない感覚をつかむ練習。 ゲームを行う練習をする。 ◇ネット際のボールは、他の場面とは少し

◇ゲームの中では、膝を曲げた状態で構えさ 返し方が異なるため、ネットを意識させ
【③の手だて】 せ、ボールが飛来したら、サイドコーチか ながら、上方向のボール操作を取り上げ
◇膝を曲げた状態で構えさせ、肘が曲がらな ら「オーバー」「アンダー」の声をかけさ ◇カバーリングの意識を高めるために、チ て練習する。
いように教師が後ろから補助した状態でボ せ、受ける練習をする。 ームとしての熱い思いを持ってゲームに
ールを捕らえる練習。 ・サイドコーチの判断のめやす 参加する仲間意識を高めるようリーダー
◇肘が曲がらないように板で固定してボール ネット前にいる時はオーバーハンドパスを に指導し、声のかけ合いを組織する。
を受ける練習。 多く使うことを意識させ、後衛にいる時は

強いボールや大きなボールに対してはアン 【②の手だて】
【④の手だて】 ダーハンドパスで受けるようにする。 ◇ゲームとゲームの間に、そのゲームで見
◇バドミントンコートを使いネットを高くし られたカバーの必要があった場面をリー
て張って３対３のミニゲームを行う中で、 ダーを中心に説明しながら再現させる。
あたる瞬間に肘を少し押し出し。膝を伸び ◇学習ノートに朱書きを入れたり、作戦盤
上げ、ボールの勢いを弱くする感覚を身に を使ってどう動いたらよいか動きを確認
付ける練習。 するとともに、そのときに必要な声の連

携を具体的な言葉で確認する。


